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別紙                       氏 名 櫻井 直樹

質 問 事 項

№ １

交通安全意識を高める運動について

要

旨

昨年、市内で２件の交通死亡事故が発生しましたが、残念なことに、今年

の７月 14 日にも、東印場町で交通死亡事故が起きてしまいました。臨時交通

安全運動に参加し、自動車を運転するドライバーに対して交通安全を呼び掛

けましたが、悲惨な交通事故が繰り返されないことを願うばかりです。

そこで、市民の交通安全意識を高める運動に関して、以下の６点について

答弁を求めます。

（１） ハンド・アップ運動について

   横断歩道を渡るときの「ハンド・アップ運動」という活動があり、

愛知県でも啓発活動が行われています。

   ア ハンド・アップ運動とは、どのような運動なのか

   イ ハンド・アップ運動の効果は

   ウ 本市の取組について

（２） 自転車通学の高校生のヘルメット着用について

    自転車通学をしている高校生は、ほとんどがヘルメットを着用して

いません。自転車のヘルメット着用については、自転車事故で死亡し

た人の約５割が頭部に致命傷を負っており、ヘルメットを着用してい

ない場合、交通事故での死亡リスクは、約 1.7 倍高まると言われてい

ます。そこで、自転車通学をしている高校生のヘルメットの着用率を

高める必要があります。

   ア 近隣の高校における、全校生徒数及び自転車通学生徒の人数は

   イ 各高等学校が行っている、ヘルメット着用指導の内容は

   ウ 本市が取り組めることについて

※ 申し合わせ事項に留意する。
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別紙                       氏 名 櫻井 直樹

質 問 事 項

№ ２

給食の食べ残しについて

要

旨

今年の夏は、観測記録を更新する酷暑、小雨による水不足、イネカメムシ

の繁殖などによる稲作や農作物への影響は、深刻な問題になっています。ま

た、「令和の米騒動」として注目された米の需給問題は、ずいぶん落ち着い

てきましたが、米価格の高止まりなど、単なる一過性の問題ではなく、供給

力の低下と需要の変化が複合的に重なった複雑な課題として、現在も続いて

いる状況です。

さらに、現在の物価高騰の影響を受け、様々な食材や食料品などが値上

がっている状況の中で、学校給食の食べ残しの問題は、食品ロスの問題だけ

ではなく、財政にも関係する改善すべき課題だと考えます。

そこで、以下の６点について答弁を求めます。

（１） 給食の食べ残しについて

    全小中学校の給食で、１日平均、どれくらいの食べ残しがあるのか

伺います。

（２） 給食材料費について

    １日分の給食材料費（全校分）がいくらか伺います。

（３） 食べ残しによる失費について

    食べ残しを材料費に換算すると、１日平均、いくらぐらいの失費に

なるのか伺います。

（４） 食べ残しを減らす方法について

    どうすれば、食べ残しを減らすことができるのか伺います。

（５） 給食の会食時間を延長することについて

    京都府宇治市では、給食準備時間を 10 分以内に設定し、達成状況を

記録・評価することで、食べ残しが大幅に減少したという報告があり

ます時間延長については、他の自治体でも取組事例があり、会食時間

が５分でも長くなれば、子どもたちは余裕を持って食べることができ

ると考えます。給食の会食時間を５分間延長したときの効果について

伺います。

（６） 会食時間延長の５分間を生み出す工夫について

    小中学校の日課の中で、会食時間を延長するための５分間を生み出

すことができないか伺います。

※ 申し合わせ事項に留意する。


